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�①11月１日～14日②16日～30日（９時
～17時※最終日は15時まで）③20日（土）
13時30分～　�①村上押花サロン作品展
②山之口（ＤＡＶＩＤ）吉蔵・第５回水彩
画展③すてきな秋のコンサート　�＆
�あしや喜楽苑（�34-9287）

��������	
��
���
�１１月３日（水）13時30分～16時30分　�
尼崎市中小企業センター　�高齢期の幸
せ講演と落語　�1,000円　�きらくえ
ん後援会（�06-6481-3336）

�������	
��
�������
�11月３日～12月26日・10時～16時（火曜
休館・11月23日は開館）　�エンバ中国近
代美術館　�大人500円・大高生300円・中
小生100円・シニア（65歳以上）400円　�
エンバ中国近代美術館・別所（�38-0021）

�������	
���
�
�11月６日（土）・７（日）10時～16時　�
総合公園　�バザー・運動会・パフォーマ
ンス・ステージなど　�あしや Ｐａｒｋ 
フェア実行委員会事務局（�38-2103）

�������	
���
�11月６日（土）10時30分～14時　�三田谷
治療教育院　�模擬店・バザー・アトラク
ション　�芦屋翠ホーム・森田（�25-7740）

�������	
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�①11月７日・28日（日）10時～12時②11
月28日（日）14時～16時　�①市民センター
206・207室②201室　�①子どものいない
50歳からの単身者の集い②介護保険契約
時の書類の見方　�各500円　�＆�シ
ニア生活設計サポート結（�/�31-8389）

�������	�
�11月７日（日）８時50分～　�阪急芦屋
川駅北広場→新神戸駅→城山→再度山　
�400円（交通費別）　�弁当・雨具・水分
等　�＆�登山会・相塲（�32-0628）

�������	
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��
�11月７日（日）10時～14時<小雨決行>
�精道小学校校庭　�バザー・模擬店ほ
か　�山村（�・�21-2636）

�������	
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�11月７日（日）14時～16時（13時30分開
場）　�市民センター 218室　�義仲の
悲運と義経の悲哀　�芦屋学士会会員・
山内潤三氏　�宮田（�0798-71-8206）

�������	
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�
�11月10日・17日・24日（水）10時～13時
�＆�ワークホームつつじ・福田（�22-
7044）

��������	�
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�
�＆�①11月11日（木）13時30分～14時30
分/楽しく手品②11月15日（月）14時～16
時/七・五・三祭り　�①500円　�＆�浜
風の家（�35-5700）

�������	
�
�11月11日（木）10時～11時30分　�「ひざ
痛予防」の講義・予防体操　�20人　�軽
運動ができる服装・飲み物・上履き　�＆
�＆�エルホーム芦屋・野村（�35-8341）
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�11月14日（日）13時～15時　�保健福祉
センターエントランスホール　�音楽・演
芸・芸能のパフォーマンス　�阪神えが
おプロジェクト（�35-4788）

�������	
��
�
�11月13日（土）13時30分 ～14時30分（雨
天中止）　�西浜公園広場　�潮見中学
校吹奏楽部演奏　�西浜公園を楽しむ
会・梅本（�23-4515）　

�������	
��
�11月14日（日）13時30分～　�富田砕花
旧居　�500円（資料代等）　�＆�角野
（�090-8825-1292）

��������	
��
��
�11月14日（日）14時～（13時30分開場）　
�ベートーベン・「月光」ソナタ、ショパ
ン・ノクターン作品62－1＆2、シューベル
ト・ピアノソナタイ長調D.959　�2,500
円・ペア4,800円（全席自由）　�＆�＆�
セイドー外国語学院（�22-9452）

��������	
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���
�11月14日（日）９時30分～12時（受付８時
30分～９時30分）　�総合公園　�１種500
円（中学生以下200円）　�はがきに種目・氏
名・年齢・連絡先を記入し11月10日<必着>
で 右記へ　�上野（�090-3994-8330/〒
654-0141 神戸市須磨区竜が台1-1-2、29-402）

�������	
��
��
�11月17日（水）10時～11時30分 　�芦屋
学園サテライト教室　�育児相談・支援
（託児あり）　�乳幼児の保護者<要予約>
�＆�芦大子育て相談室係（�23-0661）

�������	
��
�����
�11月18日（木）13時30分～16時　�市民
センター218室　�憲法について　�40
人　�九条の会・片岡（�31-4197）

��������	
�
�11月18日（木）10時～11時30分　�西蔵
集会所　�380円・託児（１歳６カ月以上
250円・要予約）　�＆�西宮友の会・田辺
（�32-0172）　

�������	
��
��
�11月20日（土）10時～11時30分　�芦屋
大学本館４階　�「あきらめなければ夢
はかなう」　�200人　�元陸上競技選
手・朝原宣治氏　�はがき・ファクス・Ｅ
メールで右記へ　�芦屋大学国際交流セ
ンター（�・�38-6710/〒659-8511 六麓荘
町13-22/�center-ie@ashiya-u.ac.jp）

�������	
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�11月20日（土）９時30分～11時　�保健
福祉センター　�男性60歳・女性55歳以
上の独身のかた　�杉本（�22-6333）

��������	
�
�11月20日（土）13時～15時　�あしや市
民活動センター　�当事者の仲間作り
�200円　�＆�うつの会（�・�34-0550）

�������	
��
������
�11月24日（水）11時～（10時30分開場）　
�クラシックとジャズの融合を成し遂げ
たガーシュウィン「ソング・ブック」全曲・
有名なジャズナンバー　�藤井快哉（ピ
アノ）　�40席限定<全席自由>　�
2,000円　�＆�＆�セイドー外国語学
院（�22-9452）

�������	
���
�11月24日（水）９時30分～　�大原集会
所　�遺言書講座・個別相談　�20人  
<要予約>　�＆�相続相談センター（�
0120-640-339）

�������	
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�11月26日（金）・27日（土）・28日（日）10時
～　�ＪＲ芦屋駅南口集合　�文豪ゆか
りの名所をバスで回る１日コース　�
各20人<要予約>　�3,000円（弁当等・焼
き菓子・ガイドブック付）　�11月19日
（金）17時までに電話で右記へ　�商工会
（�23-2071）

�������	
��
��������
�12月２日（木）10時～14時　�市民セン
ター　�トマトのブルスケッタ・ミネス
トローネ・豚肉とモッツァレラチーズの
トマト煮込み・パンナコッタ　�会員
1,800円/非会員2,300円（前・当日キャンセ
ルは材料費要負担）　�25人（要予約）　
�食器用ふきん・エプロン　�＆�国際
交流協会（�34-6340）

　昨年７月から本年６月までの間、市民の皆さんからご応募い
ただいた写真の中から入選作品でつづった写真集「芦屋の四季・

70選」を発行、11月１日から発売します。
　市制施行70周年の記念として、市民
の皆さんがつづった現在の芦屋風景を、
この１冊でお手元に残しておきませんか。
　写真集「芦屋の四季・70選」は、下記でお求めいただけます。
����　市制施行70周年記念写真集「芦屋の四季・70選」
����　菊判・120ページ（表紙等別）／上製本・カラー印刷
����　1,000円
����　行政情報コーナー（市役所北館１階）
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー（ラポルテ３階）
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も
う
す
ぐ
、
平
城
京
遷
都
一
三
〇
〇
年
の

大
和
各
地
で
の
催
し
も
閉
幕
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
奈
良
時
代
に
芦
屋
周
辺
で
実
在

し
た
と
思
わ
れ
る
「 
葦
屋
椋
人  大
田 
」
と

あ
し
や
の
く
ら
ひ
と 
お
お
た

い
う
人
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

奈
良
時
代
、
一
時
彼
は
こ
の
芦
屋
の
土
地

を
離
れ
、
大
和
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
手
が
か
り
は
、
今
た
く
さ
ん
の
催
し

物
が
行
わ
れ
て
い
る
平
城
宮
か
ら
出
土
し
た

木
簡
の
記
載
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

平
城
宮
跡
第
四
十
四
次
調
査
の
折
、
溝
Ｓ

Ｄ
五
七
八
五
と
い
う
場
所
で
出
土
し 
た
召
文 

し
ょ
う
ぶ
ん

木
簡
で
、
和
銅
六
年（
七
一
三
）六
月
五
日
の

年
紀
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
葦

屋
椋
人
大
田
な
る
者
が
使
者
の
身
分
で
、
馬

と
食
糧
を
与
え
ら
れ
、
役
割
と
し
て
は
、
大

和
国
に
住
ま
い
を
持
つ
官
人
九
名
を
呼
び
寄

せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

平
城
宮
跡
第
三
十
二
次
調
査
で
は
、
土
器

の
年
代
や
記
載
か
ら
、
七
二
八
〜
七
七
〇
年

こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
七
四
二
五
木
簡（
下
図
）

に
、「
葦
屋
椋
人
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
、「
葦
屋
椋
人
」
は
人
名
で
、
彼

が
下
級
官
人「 
初  
位 
」の
可
能
性
を
物
語
っ
て

し
ょ 
い

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

関
連
し
て
、『 
正
倉
院
文
書 』
に
は
、

し
ょ
う
そ
う
い
ん
も
ん
じ
ょ

「 
従

八
 
 
位
上
勲
七
等 
葦
屋 
倉
人 
」と
見

じ
ゅ
う
は
ち 
い
じ
ょ
う
く
ん
な
な
と
う 

く
ら
ひ
と

え（ 
天
平
神
護 
元

年〔
七

六

九
〕）、

て
ん
ぴ
ょ
う
じ
ん
ご

『 
続
日
本
紀 
』の
神
護 
景
雲
 三
年（
七
六
五
）

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ 

け
い
う
ん

の
条
に
も
「
摂
津
国
菟
原
郡
人
正
八
位
下
倉

人
水
守
等
に
対
す
る
「 
大
和
  連 
」
の 
賜
姓 
記

や
ま
と
の 
む
ら
じ 

し
せ
い

事
も
あ
る
の
で
、
葦
屋
椋
人
の
一
族
た
ち
が

渡
来
人
系
と
し
て
、
葦
屋
郷
な
ど
に
居
住
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
九
世
紀
前
半
に
著
さ
れ
た
『
新
撰

 
姓 
 
氏
録 
』
の
摂
津
国 
諸
蕃 
の
条
に
み
え
る

し
ょ
う 
じ
ろ
く 

し
ょ
ば
ん

「 
蔵
人 
」や「
葦
屋 
漢
人 
」は
、
氏
族
と
し
て
地

く
ら
ひ
と 

あ
や
ひ
と

縁
や
血
縁
の
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
、
大

い
に
関
係
深
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

文
献
史
料
に
登
場
す
る
彼
・
椋
人
は
、一
族
を

あ
げ
て
こ
の
地
域
に
根
付
き
、ま
た
、当
時
の

都
平
城
京
と
の
往
還
を
果
た
し
た
よ
う
で
す
。

　

千
三
百
年
の
時
の
隔
た
り
を
忘
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
、
興
味
深
い
発
見
と
い
え
ま
す
。
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